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カテーテルアブレーション（CA）を用いた洞調律（SR）の維持は、持続性や長期持続性の心房細動（AF）
患者の運動耐容能（ET）を改善することが最近報告されている。しかしながら発作性心房細動（PAF）患者
において、ET に及ぼす影響は明らかではない。さらに AF 再発に関して左房径の拡大や、左室拡張障害の進
行、肥満患者などで AF 再発率が高いことが知られている。しかしながら ET と AF 再発率との関連は不詳で
ある。本研究は PAF 患者の ETに対する CA の有効性および再発と ET との関連に関して検討した後ろ向き観
察研究である。 
対象は東北大学病院循環器内科でPAFに対してCAを初回もしくは 2回施行し、半年間 SRを維持したPAF
患者 59 例（2013 年 9 月から 2015 年 6 月までの期間、年齢 62.0±10.0 [SD]、男性/女性 50/9）。 ET および
心機能は、CA 治療前および治療半年後の心肺運動負荷試験および心臓超音波検査によって評価した。また同
様の患者において初回治療以降の AF 再発の有無を追跡調査し、AF 再発率と登録時の患者データを比較検討
した。  
CA 治療前の最高酸素摂取量（Peak VO2）については、PAF の診断から CA までの期間が 1年未満の患者
群と比較して、1 年以上の群（n=28）で有意に Peak VO2の低下が認められた。  
CA 後に SR にて経過した症例では、CA 施行半年後には Peak VO2および左心房容積指数の改善が認めら
れた。一方、AF 再発を認め 2 回目の CA 治療を受けた患者（n=9）では、初回治療前後で Peak VO2の有意
な差が認められなかったが、2 回目の治療後には Peak VO2の有意な改善が認められた。さらに、治療前 Peak 
VO2 値と Peak VO2 の改善率との間には有意な逆相関が認められた。また AF 再発率に関する検討では、
VE/VCO2 slope、安静時心拍数が AF 再発の有意なリスク因子として挙げられた。 
 本研究は PAF 患者において、CA 治療による SR 維持によって ET を改善させることが示唆された初めての
報告である。また AF 再発のリスク因子として ET が関連する可能性が示唆され、今後の PAF に対する CA
の適応・フォローアップを検討する上で非常に有用な知見を与えている。よって、本論文は博士（医学）の学
位論文として合格と認める。 
 
